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３．これまでの研究成果
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東京大学 工学系研究科 准教授 前 真之
専門分野：建築環境学

【新築戸建て住宅の省エネルギー住宅導入と意思決定に関する研究】
設計者及び新築戸建住宅購入者アンケート、設計者ヒアリング、工務店向け研修会
設計事務所や工務店において、環境意識・知識向上のための社内向けコンテンツを作成
住宅購入検討者に対して、環境性能の重要性を説明する際に使用するコンテンツを作成

・建築分野で省エネ行動変容の可能性が十分検討されていない。
・住宅を設計するにあたり、温熱環境や省エネ性能は施主からの要望も少な
いため軽視されがちである。
・温熱環境等の重要事項を施主にわかりやすく説明するツールが少ない

建築段階におけるエネルギー性能につき、省エネ性能を向上させることの障
壁がどの段階にあるのかを明らかにする。中でも、施主と設計者がともに軽
視しがちであるものの重要な事項（温熱環境や省エネ性能）も含めて住まい
づくりの考え方を共有することで、建築後・入居後に満足度の高い住宅を作
るためのコンテンツを作成する。

⑶設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果
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＜概要＞
対象：住宅設計者
体裁：A4×24ページ
監修：東京大学 准教授 前真之
制作：東京大学 前真之研究室
協力：暮らし創造研究会

省エネ行動研究会

＜内容＞
設計事務所や工務店における、環境意識・
知識向上のための社内向けコンテンツ。
１章 施主に聞いた 住んでみてわかった

住まいの実態
２章 問題点と設計のヒントの提案

主な成果①：がっかりさせない家づくり-環境住宅の考え方-
設計者向けコンテンツの開発

⑶設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果

※ホームページにて公開中
http://maelab.arch.t.u-tokyo.ac.jp/index-j.html
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＜概要＞
対象：住宅設計者及び住宅購入検討者
体裁：B5×24ページ
形態：建築知識ビルダーズ28号 別冊付録
監修：東京大学 准教授 前真之
発行：株式会社エクスナレッジ
協力：暮らし創造研究会
発売開始：2017年2月27日
発行部数：20,000部

＜内容＞
工務店や設計事務所がより良い
暖房環境を提案するための、住
宅購入検討者との打ち合わせに
使えるコミュニケーションツール。
経験者1,000人のアンケートをもとに後悔しない家づくり
（間取りや暖房設備等）のポイントを、イラストや図表を
用いてわかりやすく解説。

主な成果②：やっぱり暖かい家がほしい！ 心地よい住まいの暖房計画
住宅購入検討者説明用コンテンツの開発

⑶設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果
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調査結果に基づくコンテンツ内容①
■建てる前に重視した性能と建てた後の満足度
建てる際に重視した性能は「間取り」「耐震性能・構造」に続き「冬のあたたかさ」
「夏のすずしさ」を重視する人が多いが、建てた後の満足度では「耐震性能・構造」
「間取り」「デザイン」が高く、「冬のあたたかさ」「夏のすずしさ」に対する満足度
は重視した割には決して高くない結果となった。

⑶設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果
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調査結果に基づくコンテンツ内容②
■冬暖かく過ごすための対策
冬暖かく過ごすために設計時に行っ
た対策として、「日当たりの良さ」
にこだわった人が多く、「とてもこ
だわった」「こだわった」の回答が
約7割を占めた。
一方で断熱性能や暖房機器にこだわっ
た人は半数程度にとどまっている。

■ガラス・サッシの採用状況
ガラス性能は複層ガラスやLow-eガ
ラスなど高性能なものが主流となっ
ているが、サッシ性能は未だに断熱
性能の低いアルミサッシが多く採用
されている。

⑶設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果
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調査結果に基づくコンテンツ内容③
■シミュレーションによる室内温熱環境比較（エアコン・床暖房）
住宅購入に際し、見えない部分（温熱環境や省エネ性能）に配慮することで居住後の満足
度は大きく変わる。断熱性能・間取り・暖房機器などのパラメータを変えてシミュレー
ションを行うことで、それらが室内の温熱環境に与える影響を視覚化し、設計段階におけ
る施主の温熱環境に対する意識向上を促す。

⑶ 設計・施工者の省エネ意識向上・教育
３．これまでの研究成果
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